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1　はじめに
　医療の向上に伴い、飛躍的に低出生体重児の生存率
は上昇してきている。近年、特にNICUで注目され
ている点として、母子関係の確立を促すためのファミ
リーケアがあげられている。その理由として、早期に
出生した低出生体重児は、出産直後よりNICUとい
う特殊な環境で、母子分離を余儀なくされてしまうこ
とがあげられる。このような母子関係が妨げられてい
る状況の中で、児を裸にし母親のふところに入れて育
児するという「カンガルーケア」を知る機会があった。
これは母子愛着を形成し促進させ、母親の自信を促す
のに有効であるとされている。他施設でも既に行われ
ており、母子関係の確立に有効であることが実証され、
注目されている。
　そこで、当NICUにおいて初あてカンガルーケア
を試みたが、その評価はされずに終了してしまった。
しかしながら、母子関係を円滑に進めていくための援
助の必要性は感じていた。そのため、改めてカンガル
ーケアに着目し、今回試験的に導入を図った。その結
果、母親の心情の変化があり、カンガルーケアの必要
性と効果を見いだせたので、ここに報告する。
ll研究方法
　1．実施期間　平成9年9月30日～同年10月23日
　2．実施場所　NICU内指導室及び隔離室
　3．実施方法
　①カンガルーケアを実施している、聖マリアンナ
　　医科大学横浜西部病院を訪問し、見学により実
　　際を知る。
　②スタッフヘカンガルーケアについての資料を提
　　示し、協力を依頼した。
　③対象児の母親に対し、資料をもとに説明し、施
　　行意志を確認した。
　④カンガルーケア施行毎に、児の状態と施行者の
　　感想を記録用紙に記入した。
　⑤退院時に資料4の質問にそって感想を得た。
　⑥④、⑤をもとに分析し、カンガルーケアの効果
　　　を評価した。
　4．患児及び家族紹介
症例1
　患児：Aちゃん男児
　診断名：超低出生体重児（589g）
　　　　　呼吸窮追症候群IV度
　経　過：平成8年11月30日、在胎週数25週6日で出生。
　　　　　カンガルーケアを平成9年3月～5月の間実
　　　　　　　　　　　　　施する。
　家族構成：両親共に保父、保母
症例2
　患　児：Bちゃん　女児
　診断名：極低出生体重児（1399g）
　　　　　双胎1児
　経　過：平成9年9月22日、在胎週数34週4日で出生。
　　　　　カンガルーケアを平成9年9月30日～10月24
　　　　　日までの合計6回実施する。
症例3
　患　児：Cちゃん　女児
　診断名：低出生体重児（1944g）
　　　　　呼吸障害、双胎II児
　経過：カンガルーケアを平成9年10月1日～10月7
　　　　　日まで合計4回実施する。
　家族構成：両親共に中国人。日本語は両親共に話せ、
　　　　　　理解できる。
症例4
　患　児：Dちゃん　女児
　診断名：野晒出生体重児（974g）
　経　過：平成9年8月30日、在胎週数30週4日で出生。
　　　　　カンガルーケアを平成9年10月1日～10月23
　　　　　日まで合計6回実施する。
　家族構成：父は日本人。母はフィリピン人であるが、
　　　　　　日本語は話せ理解力良好。
皿　結果　　表1、2、3参照
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表1．カンガルーケア実施後の感想
①赤ちゃんに対して安心した。緊張もだんだんなくなつ
　てきた。
②赤ちゃんに慣れてきた。不安がなくなってきた
⑧自信が少し出てきた
④嬉しかったけど、ちょっと緊張した。やって良かった。
⑤自分の子を抱いているという実感がしました。
⑥遠い存在が近くなった。
⑦抱けば抱くほど、自分の子だという実感が湧いてくる。
⑧とても元気で安心しました。
⑨昨日、ねる前に抱いていた感触を思い出して、安心し
　て眠れた。
⑩何か安心する。
⑪気持ちいい。いつもより長くやれて良かった。
⑫大分なれて緊張しないで安心していた。
⑬安心します。こっち（私）も気持ちいいよ。
⑭退院してから病気や体のことは心配だけど、2人を抱
　っこしてみて、育てていくことに対しては何となく心
　配じゃなくなってきた。
⑮ねてる顔がてとも可凹かつた。
⑯始めはお父さんが抱っこしてたので、私は抱けなかっ
　た。お父さんは2人を抱いてねてたけど、私は見てる
　だけでした。14時から抱っこしたらあっというまに私
　もねちゃいました。
⑰ちょっと疲れたけど、とても楽しい（腰が痛かった）。
⑱最初の時とは、全然違う。慣れてきたのかな。
　自信がついた。ママは安心しました。
表2．カンガルーケアについてのアンケーート
　　　（アンケート依頼5名、回収5名）
1．カンガルーケアについてどう思いましたか。
①開始前までは、息子に対して何もしてやれないとい
　　う焦りといらだちがありました。ユニットの中へ聞
　　こえるように歌ってやったり、声をかけてやったり
　はしてましたが、肌と肌が触れ合う機会が少ないの
　で、何もしてやれないという気持ちが余計募ったの
　だと思います。ですから担当の看護婦からカンガル
　ーケアを紹介されたときには、とても嬉しかったし、
　また、ホットしました。
②出産先の病院の看護婦さんが、　「今は“カンガルー
　ケア”というものがあるから、面会にいったらいっ
　ぱいさわってあげてね。」と話して下さったので、
　　「カンガルーケア」という言葉だけは知ってました。
　ですからNICUの看護婦さんから「カンガルーケア」
　の話がでたときは、まさしく「それだ」と思いまし
　た。そして、ぜひカンガルーケアをしたいと思いま
　　した。早くカンガルーケアがしたくて、その日の来
　るのを楽しみに楽しみに待っていました。
⑧始めてやったときは、ちょっとドキドキして緊張し
　ていました。
④非常に良いこと。
⑤安心する。お母さんは疲れるが、気持ちは良い。
2．実際に行ってみて、どうでしたか。
①正直に言って、もう少し開始が早ければ良かったの
　ではないかと思います。生後4ヶ月を越して、ある
　程度落ち着いてからのスタートでしたので、カンガ
　　ルーよりも、ユニットの外で抱いて、目と目を合わ
　せ話かけたり歌ったり、身体の緊張をとったりとい
　　つたことの方が有効な時期に入っていたように感じ
　　られます。できるだけ早い時期にできていたらと思
　います。
②いつも手足が冷たい子なので、寒くないか心配でし
　たが、とても暖かく気持ちいいのに驚きました。ま
　た、子どもの息づかいや心臓の鼓動が伝わってくる
　ので、まるでお腹の中に戻ったようで、心地よく感
　　じました。子どもはケア中安心しきっているのか、
　　とてもよく眠っていました。時間のたつのが、早く
　感じられました。
③離れていて会えないから、嬉しくて気持ちがスッキ
　りした。
④自分の子だと思えた。怖くなくなった。
3．赤ちゃんに対して気持ちの変化はありましたか
　　　Yes　5　No　O
4．3でYesと答えた方へ。
　　それはどのようなものから、どのようなものに変わ
　　り’ましたか。
①息子がいるということを実感できました。ユニット
　から外へ出せないときは、いるという客観的事実は
　　わかっているのですが、実感としてなかなか感じに
　　くい面がありました。しかし、肌と肌とふれあって
　　そこに生きていることを直接感じ取ることができた
　　とき、本当の意味で親になったのかもしれません。
②私の胸で安心しきっている我が子を見ながら、私の
　子なんだという気持ちがそれまでよりも2倍にも
　　3倍にもずっと強くなりました。
③私の赤ちゃんかな？と思うくらい小さくて、悲しか
　　つたけど安心できるようになって、私の赤ちゃん、
　　って思えた。お母さんなんだ、って思った。
④自分の子だと思った。
⑤怖くなくなった。
5．カンガルーケア中に疑問や不安はありましたか
　　　Yes　2　No　3
6，5でYesと答えた方へ。
　それはどのように解決しましたか。
①途中子どもがモソモソ動いたり、むずがる時があり、
　　そんなときは、苦しいのかな、暑いのかな、と心配
　でした。けれども回数を重ねるにつれて、　「うんち
　が出て気持ちが悪い。」「体が熱くて嫌だ。」という子
　　どものだすシグナルが分かるようになっていきまし
　　た。
　　モニターの警報音も、はじめはとても気になりまし
　　たが、顔色や呼吸で苦しいかどうかはわかるように
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　なって、気にならなくなっていきました。どうして
　も心配なときは、看護婦さんを呼んで、不安を解決
　していました。
②赤ちゃんが苦しくないか、心配だったけど、何回か
　やるうちに分かるようになった。
7．カンガルーケアを行って改善してほしいところや要
　望はあります。
①できるだけ早い時期から始めること。
②もっとゆったりと座れるいすやソファーがあれば、
　親も子も、もっともっとリラックスした状態ででき
　　ると思います。途中で、うんちやおしっこで紙おむ
　つが蒸れて、子どもがむずがつたりする時のために、
　おむつを交換できるような台が用意されていれば、
　看護婦さんに声をかけなくても、親がすぐに交換で
　　きて良いのではないでしょうか。
⑧始めのうちは、赤ちゃんに慣れなくて、だんだん赤
　　ちゃんが下がっていくから、何かいい方法はないか。
8　ケア中のスタッフの対応はどうでしたか。
①時々様子を見に来ていただいてましたので、とくに
　問題はありませんでした。
②プライマリーナースの方が安心していられる。
③大変良かった。出来る範囲でこういう場を提供して
　くれてよかった。
④感謝している。
9，カンガルーケアは今後もNICUで続けていった方が良
　いと思いますか。
　　　Yes　5　No　O
10．Yes、　Noどちらでもお答えください。
　　それはどうしてですか。
　①できるだけ早い時期にカンガルーをはじめられれば
　　理想的だと思います。
　②子どもにさわるのも始めてといったご両親には何を
　　すればよいのか、細かく指導していく必要があると
　　思います。
　⑧帝王切開をして、すぐに保育器に入っちゃって抱き
　　たい気持ちがずっとあったから、絶対に続けた方が
　　いい。抱っこできるだけで全然違う。
　④気持ちに影響が出る。2人のふれあいを多くしたほ
　　うカiいい。
　⑤安心できる。
　⑥自信ができる
IV　考察
　NICUの問題として、　rNICU収容児は、生命
予後さえもあぶまれる状態にある上、長期の母子分離
を余儀なくされる」’）ということがあげられている。
当NICUにおいても面会時間の延長、祖父母の入室
面会の拡大などを試みているが、これらの心理面への
十分なフォローや、適切な援助を見い出せずにいた。
　そこで、カンガルーケアに着目し導入を図った結果、
表1の⑤一⑦より、我が子を受容し、母親という実感
を持つまでに、時間を要するのではないかと推測され
る。カンガルーケアを行い、児を直接肌と肌で感じる
ことで自分が母親であること、そして、より「我が子」
という実感を強く持ち、児を受容できたのではないか。
　表2の2一③、4一③からでは、母親の自責の念が
うかがえた。　「早産の母親の大多数は、予定日まで妊
娠を継続できなかったことへの失敗感、未熟児として
生まれた児への罪悪感をもっている」2）ということか
ら、小さく生んでしまったという罪悪感により「何か
をしてあげなくてはいけない、でも何もしてあげられ
ることがない。」というジレンマが生じていたのでは
ないだろうか。そこで、医療者ではなく母親自身が直
接児に行うことで、罪悪感からの克服ができ、何かを
してあげられるという、母親としての自信を持つこと
ができたのだろう。また、そうしたことで、多少なり
ともジレンマの解消、軽減ができたと言える。
　表1の⑥、表2の2一④、6一②から、カンガルー
ケアを進めていくにつれ、児の状態に対して抱いてい
た不安や恐怖が、徐々に自信に変わっていく過程があ
ったことがわかる。仁志田ら3）は「母親は児を見触れ
ることによって、そして児がそれに反応することによ
って母性を触発され、児との間に次第に相互的な関係
を確立していくものである」と述べている。
　以上のことから、カンガルーケアは母子関係を円滑
にすすめていくたあに、母子愛着を形成し促進させ、
母親の自信を促すのに効果的であったと言える。
　しかしながら、表1の⑰の意見も忘れてはならない。
そこで、実施にあたり、整った環境を提供できるよう、
検討したい。そして今後は、これらのことを含め、手
川頁を見直し、効果的にカンガルーケアを実施していき
たい。
V　おわりに
　今回、試験的に行ったカンガルーケアの4例を通し、
新しい母子関係確立の一手段を見い出すことができた。
今後、カンガルーケァの本格的な導入に向け、医師と
の協力を図り、カンガルーケアの対象児の幅を拡大し、
積極的にすすめていこうと思う。
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資料1
　　カンガルーケァについてのアンケート
1．カンガルーケァについてどう思いましたか。
2．実際に行って見てどうでしたか。
3．赤ちゃんに対して気持ちの変化はありましたか
　　　　Yes　No
4．3でYesと答えた方へ。
　それで、どのようなものから、どのようなもの
　　にかわりましたか。
5．カンガルーケア中に疑問や不安はありましたか
　　　　Yes　No
6．5でYesと答えた方へ。
　　それは、どのように解決しましたか。
7．カンガルーケァを行って改善してほしいところ
　　や要望はありますか。
8．ケア中のスタッフの対応はどうでしたか。
9．カンガルーケアは今後もNICUで続けて行ったほ
　　うが良いと思いますか。
　　　　　Yes　No
lO．　Yes、　Noどちらでもお答え下さい。
　　それは、どうしてですか。
資料2
名前 平成　　年　　月　　日（　）曜日
@　　時　　分～　　時　　分まで
　　　　　　回目
sった人（父・母）
体温（施行前）
@赤ちゃん　　　℃
@お母さん　　　　OC
〈赤ちゃんの様子〉 〈感想〉
体温（施行後）
@赤ちゃん　　　℃
@お母さん　　　℃
次回希望日　　月　　日　　時　　分今
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